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華島事件から始まり 1945年に終わる 70年の韓国の歴史教科書の近代史部分は 160ページくらいある
が、そのページの中で、日本が登場しないページはないといってもよい。ところが、1945年から現代
にいたる 80ページほどの 70年の戦後史において日本が登場するのは 1965年の国交回復、80年代の
教科書問題、そして最近の独島問題の三か所くらいである。この状況を是正するのは韓国にとって大
きな課題であり、教育課程（日本の学習指導要領）の改正が必要である。
現在の東アジア情勢の下での日韓関係 67
（質問：国際法と韓日関係）
国際法の原則は極めて重要であり、1965年条約もそういう意味では、戦後秩序を創ってきたものと
してとても尊重すべきである。しかし、一つの条約の枠組みができたからといって、それですべての
問題が実際に解決したと考えることはできない。自分が主張したいのは、あれから 50年の間に日本
側はいろんな面で肯定的な蓄積をしてきたということである。ともすれば、韓国の一部で「日本は何
もしていない」と言って日本批判を繰り返すのは事実に反するものがある。
（質問：韓日の構造的な対立があるか否か）
韓日両国が相対的にともに豊かになり共存の基礎が強まったはずなのにどうしてこれだけ関係が悪
いのか、そこには、歴史的・地政学的な対立要因がある。それが今一挙に顕在化したのではないかと
いう点は、興味深い指摘ではあるが、韓国と日本が離婚を不可避とする夫婦だとは自分は思わない。
しかし、イルカになったばかりの韓国がクジラだったがその立場が弱くなった日本をバカにするふん
いきがあり、これは日本の実情を無視するものである。日本の実情をもっと知らねばならない。
例えば、最近の両国における朱子学の研究は、明治維新を朱子学を基礎とする侍のロジックを用い
た革命ととらえ、これは日本と前近代における朱子学のメッカ韓国を共通の立場に置くことになる。
文明論的に言えば、韓国と日本は、幼い日を一緒に過ごしその後分かれて生活してきた双子の兄弟の
ようなものとも言われる。協力し合って歴史の共通性を深めるなら、共存の余地は大きくなる。
（了）
